
- 日~SPF豚協会だより
Report of JAPAN SPF Swine Association 2000.4 第 3号

「養豚セミナ一宮崎大会」
を終えて
●宮崎大会大会委員長 守山 実;~

（（農）守山畜産理事長）

・日本SPF豚協会が主催する養豚セミナーとしては
初めての地方開催となった宮峙大会。その大会長の重

責を無事終えることができ、 肩の荷を降ろしたような な目的のひとつである「なるべく多くの登豚家にSP

気がしています。 F豚に関心をも っても らい、ひとつでも多くのSPF

今大会には北は北海道から南は九州まで、SPF養

豚関係者のみならず一般登豚家をはじめ、研究、行政、

食肉流通に携わる方々まで、200名近い出席者をお迎

えすることができました。また、その後の懇親会にも

130名近い出席者があり、意見や情報の交換を交えな

がら大変な盛り上がりを見せたことは、大きな喜びで

した。さらに、翌日は好天に恵まれ、南九州の明るい

腸光のもと、ゴルフを楽しむことができました。・さて、宮崎県はお隣の鹿児島県と並んで日本有数の
養豚県です。今大会のことは地元の新聞でも報じられ

ましたが、も っと多くの養豚関係者に聞かせたかった

という声が地元の役場、農協など一部にはありました。

一方、大部分の一般養豚家は、このセミ ナーは 「S

PF豚関係者だけのものだから我々には無関係」だと

して、全く無関心の様子でした。セミ ナー開催の大き

豚農場を誕生させたい」という SPF豚関係者の願い

からすれば、いささかPR不足であった感は否めず、

少々残念な気がします。次回からはこれらの点に配慮

して企画を進められるのがよいように思われました。

このように反省点は多々ありますが、何はともあれ、

養豚セミナ一宮崎大会を成功裡に無事終了させること

ができたのは、 実行委員長の森川氏をはじめ関係者各

位、および会場をご提供いただいたホテル関係者各位

のご協力の賜物であり、心からお礼申し上げます。

次回開催予定の北海道で、 SPF豚農場関係者や宮

崎大会にご出席いただいた多くの方々に再会できるこ

とを心から楽しみにしております。また、セミナーの

内容はもとより、北海道ならではの養豚の在り方に対

する考察や、地元産品の特徴などを紹介していただけ

れば大変ありがたいと思います。（談）

1964年（昭39)から1965年（昭40)にかけ、SPF豚作出および実験施設が完成し、我が国におけ

るSPF豚第1号が作出されたのは、 1965年（昭40)5月のことであった。その後、失敗と成功を繰

り返しながら、SPF豚作出技術は確実に進歩を遂げていった。

このころ、SPF豚は時の話題となり、 1966年（昭41)にはNHK総合テレビで「無菌豚を作る」と題した

番組が全国に放映された。これがのちに世間でSPF豚と無菌豚を混同する遠因となり、我々 SPF養豚関係者を

長い年月にわたって苦しめることになる。
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会場一杯の参加者で熱気にあふれたセミナー会場。

これからの食肉処理について講演す

る南九州畜産興業（株）専務取締役

川村次男氏

初の地方開催

200名の参加者と

． 
パネルディスカッション「私のSPF養豚」のパネラーの皆さん。

左から．浦中一雄氏 （天草梅肉ポーク （株）） ．東海林弘氏 （（株）九州

ノーサンファーム）．大和建ー氏 （（有）やまとんファーム）、森田幸二

氏 （ニッポンフィード （株））

SPF豚の差別化藪売の取リ組みに

ついて講演するホクレン畜産叛売郎

ポーク課大久保真氏

かつて新婚旅行のメッカとされた宮崎 ・日向灘を一

望に望む「シーガイア」，沖縄・九州サミットの開催会

場にもなり、各国外相が囲んだテーブルも展示されて

いるワールドコンベンションセンター 「サミット」に

おいて、3月1日、SPF豚協会主催「養豚セミナー

宮崎大会」が開催されました。

初めて東京を離れて開かれた今セミナーの参加者は

194名を数え、はるばる北洵道からも参加していただ

きました。特に地元 ・九州からの参加者が多く 、東京

開催では参加しにくい方々にも多数ご参加いただけた

ことは、東京を離れた意義があったものと思います。

セミナーは、森）11 カ実行委員長 ((W九州ノーサン

ファーム取締役社長）の司会のもと、守山実夫大会委

貝長（（農）守山畜産理事長）の開会宜言から始まりま

した。赤池洋二協会会長の挨拶のあと、まず「これか

らの食肉処理ーHACCPを前提とした食肉処理の現

場における取り組み」と題した南九州畜産典業（株博務

取締役 ・川村次男氏の講演が行われました。川村氏に

はまず、日本の畜産、特に食肉処理の歴史について当

時を初彿とさせるようなわかりやすい口調でお話しい

ただいたあと、現在のすばらしく衛生的な食肉処理場 ~ 

を設立されるまでの経過と現在の取り組みについて、

ていねいにご説明いただきました。

続いて「SPF豚肉の差別化販売の実際」と題し、

ホクレン畜産販売部ポーク課・大久保真氏が講演。精

力的に取り組まれている、北海道における SPF豚肉

の差別化販売の実情についてお話を伺いました。

休憩後には、「私のSPF養豚」をテーマに、パネ

ルディスカッションが行われました。パネラーは、天

草梅肉ポーク（株） ・浦中一雄氏、（有やまとんファーム・

大和建ー氏、（株）九州ノーサンファーム ・東海林弘氏、

ニッポンフィ ー ド（株） • 森田幸二氏の 4 名。 熊本県農業

研究センター畜産研究所長 ・村上忠勝氏をコーデイネ

ーターに、それぞれSPF養豚に対する取り組みをご
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［養豚セミナ一宮崎大会］

充実した内容で大盛況

．
 

セミナー会場の隣のレ

セプション）レームに会

場を移しての懇親会。

SPF豚談義で盛 L）上
がリました。（上）

守山大会委貝長（左から

2人目 ）を囲み次回•北海
道大会の企画を練る（？）

ホクレンの面々。（右）

守山畜産特製の生ハムはまさに絶品。

わずか10分足らず、あっという間にな
くなリました。

森川力実行委員長。

大変お疲れさまでした。

紹介いただきました。いずれも工夫、努力されている

様子がうかがえ、参加者一同、今後の経営改善の参考

にするべく熱心にメモをとっている姿が印象的でした。

● セミナー後行われた懇親会には、 126名の参加があ
りました。さすが一流ホテルの会場とあって素晴らし

い料理が並びましたが、何といっても目玉は守山畜産

提供の生ハムと、九州ノーサンファーム提供のデュロ

ック純粋種肉を使ったしゃぶしゃぶ。それぞれ手塩に

かけたSPF豚肉を、 さすがSPF豚協会の懇親会ら

しく講釈を垂れつつ味わい、たちまちの内に参加者の

胃袋におさまりました。ア）レコールがすすむに従い、

会場内のあちこちでは熱のこもったSPF談義が。と

にかくおいしい、楽しい、久々に会えてうれしい等々、

十分に堪能いただけた南国の一夜となったようです。

セミナー翌日には、隣接するフェニックスカントリ

ークラブにおいて、有志参加(24名）によるゴルフコン

ペが行われました。関東以北では2月下旬以降になっ

てもちらほら雪も舞うほど寒かった今年の冬からすれ

ば、さすが南国 ・宮崎、前日に引き続き晴天に恵まれ

ぽかぽか腸気となりました。北海道から参加した会員

の一人、山中茂樹さんは、その‘‘暑さ”にたまらず半

袖となって大張り切りでした。

ゅったり時間をとったランチタイムには、地元の焼

酎がふんだんに出され、みんなすっかり酪酌状態、午

後のプレーはめろめろだったようです。ゴルフの実力

か、はたまた酒の強さか、優勝は千葉から来られた

佐々木作三さんでした。おめでとうございます。暑さ、

焼酎、パートナー等の理由で惜しくも優勝を逃した

方々 、リベンジは次回 ・北海道の涼しさと生ビールが

お待ちしております。

最後になりましたが、大会委員長を務められた守山

さん、実行委貝長を務められた森川さんには、開催準

備からゴルフコンペまで大変こ苦：労をおかけしました。

会員、参加者一同感謝申し上げます。
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ー 技術講座●疾病対策[2 ] 

豚マイコプラズマ肺炎(MPS)
全農家畜衛生研究所 i曳＃ 釘t夫

豚マイコプラズマ肺炎 (MPS)は、マイコプラズ やワクチンが利用されています。薬剤としては、リン酸

マ・ハイオニューモニエによって引き起こされる慢性肺

炎で、 一般 （コンベ）農場を対象にした抗体調査では、

国内の養豚場に広く浸潤 （陽性率： 96.0%、525農場中

504農場陽性）していることが知られています （岡田ら、

2000)。

MPSの被害の程度は、農場の衛生状態、飼養管理と

大きく関係します。温度管理された清浄な施設で、 実験

的に感染させても、臨床症状はほとんどなく、軽度な肺

炎病変が見られるに過ぎません。また、野外の症例でも、

単独感染では、症状は軽度で、乾いた咳 （コホン、コホ

ン）程度しか見られません。

しかし、パスツレラやアクチノバチラスなどの細菌や

各種ウイ）レス (PRRS、オーエスキー病、インフルエ

ンザなど）との混合感染が起こると、ヒネ豚の発生や死

亡事故の増加につながります。また、 SPF豚農場など

の初感染では、重篤な症状が引き起こされ、と場検査で

重度な肺炎が観察されます。

MPSの診断は、血中の抗体検査や出荷豚の肺病変の

検査で行われています。抗体検査には、補体結合反応

(CF)と酵素抗体法 (ELI SA)が利用されていま

す。日齢ステージごとに抗体検査を実施することにより、

農場内の感染時期を推定することができます。しかし、

抗体検査では、非特異的な反応 （ストレスが関与する？）

がみられる場合もあり、 SPF豚などにおける本病の診

断を抗体検査だけですることは難しい面があります。し

たがって、農場における本病に対する対策については、

と場出荷豚の肺病変の状況やピネ豚の出現状況を大きな

指標とすべきです。

MPSに対する衛生対策として、 一般的には抗生物質

タイロシンや酒石酸酢酸イソ吉草酸タイロシンなどマク

ロライド系薬剤やチアムリン製剤が優れた感受性を示し

ますが、通常、テトラサイクリン系 (OTCやCTCな

ど）薬剤と併用して、いわゆる肺炎対策として投薬され

ています。

感染した後、肺病変ができるまでに2~4週間程度必要

であるため、週単位で投薬と休薬を繰り返す間欠投与な

ども行われています。哺乳中に子豚が、母豚から感染す

るような場合には、授乳期の母豚に対する投薬なども必

要です。

MPSに対する不活化ワクチンは、現在数社から発売

されています。ワクチンによって使用方法は若干異なり

ますが、初回ワクチンを1~2週齢で注射し、その2~3週

後に2回目が行われていることが多いようです。MPS

発病の防御には、血中の抗体より、肺の局所抗体が重要

な役割を果たすため、 ワクチンの効果を抗体検査で判断

することは困難で、発育成績の改善と、と場検査時の肺

病変の状態 （病変の程度・面積の減少）を指標に判断す

る必要があります。

衛生対策による効果をより確実なものするためには、

飼養環境の改善が重要です。乾燥気味の豚舎なら、細霧

器や動噴を利用して加湿したり、埃っぽい豚舎なら換気

に心がけたりする必要があります。当然、外部から農場

内への浸入を防ぐために、日常的な防疫管理力渭棧炉？す。

このように、 MPSは、SPF豚農場などの非汚染農

場では、侵入防止のために最も注意を要する疾病の一つ

です。また、 一般農場では、抗体調査の成績からも、地

域や季節に関係なく感染が起こっているため、 一年を通

した衛生対策が必要な疾病と考えられます。

． 

．
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ー 技術講座●飼養管理技術[2 ] 

人工授精(AI)でゆとりの繁殖を ② 
【採取のポイント】
伊藤忠飼料（株）研究所 針令* 1¥ 

精液の採取は難しいのでしょうか？

答は「極めて簡単だが何とも難しい」です。採取その

ものはいとも簡単で短時間習うだけで誰でもできます。

しかし、採取した精液を長く保存したり、分娩率を上げ・たり、同一雄を何度も繰り返して採取するとなれば話は
変わります。

採取のポイントは？

●雄の扱いは丁寧に

雄はプライドも高く 、感謝の気持ちを込めて作業しま

しょう。力に任せての粗野な扱いは御法度、むしろ非力

な女性 （剛力の女性も最近多い）が適しているといえま

す。動物に対してのやさしさは必須条件です。

●より衛生的に

器具は毎回滅菌するか使い捨てとし、採取時には手に

使い捨て手袋 （滑り止め付き）をはめます。ラテックス

（ゴム）製は精子によくないとの説もありますが、私自身・は十数年使用しており、直前に生理食塩水で洗えば問題
ありません。容器は身近にある簡単なものでよく 、新品

のビニー）レ袋伽工の過程で滅菌される）を内装すれば、

滅菌した使い捨て容器となります。

●温度シ ョックが嫌い

寒い時期に採取精液を長時間外に放置したり、温度の

違う希釈液を急に混ぜたりしてはいけません。急に精液

の温度を上げても下げても死んでしまいます。特に25℃

以上になる場合と、15℃以下になる場合は要注意です。

精液を希釈する際は、必ず採取精液に温度を同調させ

た希釈液をゆっくり混ぜます。決して逆はしないように。

希釈液は何を使えばよい？

展示会で人工授精関連のブースに行くと、様々な希釈

液が所狭しと陳列されています。有名なものでは、モデ

ナ、アンドロホフ、SCK7があり、製品の多くはこの

精液性状の顕

微錢検査。こ

の分野は女性

の職場でもあ
リます。

改良型です。国内でも市販品で充分良い物が得られます。

しかし、希釈液の種類よりも、問題は精液を何日もたせ

ればよいかです。毎週1回採取なら7日間、 2回なら4

日間で済みます。希釈液は、保存可能日数に従って価格

が高く なります。

個体によっては3週間以上も活性を維持するものもあ

ります。しかし、気をつけなくてはいけないのは、精子

が動いているから授精能力があるとの錯覚です。活力と

は別に保存によって授精能力は必ず低下します。低下の

度合いを一般のユーザーが確認することはできません。

だからこそ保存は短期間の方がリスクが少ないのです。

希釈液は市販しているもので十分な能力があります

し、各農場の授精間隔に合わせた最も短い保存日数をお

奨めします。

適正な採取間隔は？

雄の月齢や状態にもよりますが、3日程度は休息させ

て下さい。1週間に2回、定期的（例えば月 ・木）に採取

する方が安定しています。夏期などは精子数が減少する

ため、採取頻度が過度となって結果的に採取間隔が短く

なり、精子数のみならず性状そのものが悪化するという

悪循環は、精液供給会社でもよく見られます。

雄は何歳まで供用できるか？

これは完全に雌同様それぞれの個体次第です。個体に
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よっては4歳、5歳でも働き盛りですし、 1歳で低下す

るものもいます。月齢を洵汰基準とするのは、育種的な

要因を除けば無意味です。供用の可否は、個体の精液性

状の低下によって判断すべきです。

採取は全精液か、濃厚部のみがよいか？

精液を採取する場合、雄が納得して全精液を射出する

までじっくり行うのが基本です。人間同様余韻を楽しむ

雄もいますので、付き合ってやる余裕もまた必要です。

しかしボトルに採取する（使用する）精液は、全精液よ

りも渕厚部の方が適しています。採取の際、精液が白色

の部分だけボト）レに受け、透明な時は外します。

なぜ濃厚部がよいかというと、希釈液をより多く全梢

液中に占めたいからです。つまり精子数が多いほど、希

釈する際により多くの希釈液で希釈できるからです。こ

れは精子の保存性、安定性を高めます。

精液の保存温度は？

たとえば4℃の低温で保存すれば抗生物質の添加も必

要なくなりますし、細菌の繁殖も少なくなります。低温

用希釈液の優れたものも市販されていますが、保存条件

の設定と保持に一定の技術力が必要です。その意味から

中温保存が最適といえるでしょう。恒温器の精度により

ますが、土 2℃変動するのであれば、 18℃に設吋乱只：ぉ

けば、15℃以下にはならないし25℃も超えません。ただ

しその場合、無菌的に精液を採取するのは神業でしょう

から、精液中に抗生物質を添加する方が安全でしょう。

抗生物質の添加

抗生物質の希釈液への添加は使用する直前がよいでし

ょう。アミカシンやジベカシン、カナマシンなど有効で

すが、安定性からゲンタマイシンが代表的です。混入す

るのはほとんど腸内細附です。各牒場における最適な抗

生物質を調査してから選択するのがベストといえます。

このように、精液の採取や保存は一見簡単ですが、精

度高く行うことが繁殖成績を向上させ、雄の有効性を引

き出すのです。あまりハード（器具器材）にこだわらず、

ソフト （やり方）に重点を置きたいですね。

I ●協会からのお知らせ• I 

●理事の交代

吉田洋二理事（日本ハイホー）の退任にともない田中正

雄氏 （日本ハイポー）が選任されました。また畔蒜利昌

理事 （千葉県経済連）の転任にともない大崎道康氏 （千葉

県経済連）が選任されました。

●次回の養豚セミナーは秋の北海道を予定

平成13年9月27日、札幌市内にて開催の予定です。詳

細は次号に掲載します。ぜひ、ご参加ください。

● SPF豚研究会の開催（日本SPF豚研究会主催）

日時：平成13年5月17日 （木） 午後1時～午後5時

． 

●『協会だより』の専用バインダーが完成 場所：東京大学山上会館 ~ 
会員の皆さんには所属ピラミッドを通じて無償配布し

ます。なお、追加申し込みは 1部1.000円（送料込込み）です。

●総代会を6月に開催

平成13年度の総代会が6月21日に開催されます。

研究会終了後、懇親会が開催されます。

内容等詳細については、日本SPF豚研究会事務局

(TEL.0287-64-3652)または協会事務局 (TEL.03-5283-

5021)までお問い合わせ下さい。

I●認定情親● j 

●平成13年度認定農場
[3月認定］（叡h期間：平成13船月15日から1岬 3月未Hまで）

秋田県・ （荀十和田湖高原ファーム、 宮城県・ サンエス丸森

農場、福島県・ （樹フリーデン都路牧場、 群馬県・ （有）アイビ

ー、 千葉県 ・飯田（文）蓑｝豚場、石毛養豚場、石上登豚場、

平野養豚場、鈴木養豚場、飯田（美）養｝豚場、 （樹シムコ館山

事業所、 長野県・ （農）エスピーエフこがねや第二農場、 静

岡県 ・富士畜産（有窟田農場、 富山県・ （樹シムコ八尾育種改

良センター、 島根県 ・奥出雲ファーム（有）、山口県・ 日本ハ

6 

イポー閥山口牒場、 愛媛県 ・松田登豚、 （有）川上牧場、愛媛

くみあい畜産（樹天貢此場、 長崎県・ （有）エス ・イー ・ダブリ

ュー大西海ファーム、 熊本県 ・JA熊本経済連大津原種豚

センター、 全農SPFAIセンター、新古閑養豚農事法人、

（有比城SPFファーム、 （有）ピッグファーム陳、 （有）やまとん

ファーム、 天草梅肉ボーク、 鹿児島県・ （有）ニッポンフィー

ド牧場、 （有）ニッポンフィード牧場竹山農場、株）長島ファー

ムSPF農場 （以上30農場）

※次回認定委員会は平成13年6月14日（木）の予定



(CM認定農場の生産成績(2000年次） 日本SPF豚協会事務局

表1一貫経営

母豚頭数 離乳頭数 飼蓑要求率 事故率（％） 母豚更新率（％） 薬品費 農場数

件 数 126 

最高（成績） 2,171 27.00 2.63 0.30 3.70 ¥25.84 

最低（成績） 20 18.40 3.49 6.70 49.40 ¥597.00 

平均値 324.33 22.48 3.21 2.89 26.93 ¥257.95 

標準偏差 344.51 1.41 0.14 1.28 7.51 ¥147.78 

上位25%の平均 806.30 24.43 3.20 1.47 17.38 ¥79.82 

基準値 21.00 3.30 2.00 30.00 ~ ¥600.00 

表2月日育用素豚生産専門農場

．
 

． 

母豚頭数 離乳頭数 事故率 （％） 母豚更新率（％） 薬品費 農場数

件 数 5 

最高（成績） 1,370 24.30 1.20 29.50 ¥18.00 

最低（成績） 166 20.60 3.80 34.70 ¥398.00 

平均値 592.80 22.60 2.72 31.64 ¥183.40 

標準偏差 497.14 1.33 0.88 2.06 ¥129.94 

基準値 21.00 2.00 30.00 ~¥400.00 

表3.肉豚肥育専門農場

肉豚出荷頭数 飼料要求率 （％） 事故率 （％） 薬品費 農場数

件 数 2 

最高（成績） 9,894.00 3.19 2.00 ¥135.00 

最低（成績） 2,635.50 3.30 2.90 ¥236.00 

平均値 6,264.50 3.25 2.45 ¥185.50 

標準偏差 3,629.50 0.05 0.45 ¥71.42 

基準値 3.30 2.50 ~ ¥300.00 

表4.肉豚1頭当たリ薬品費使用の内訳

薬品費／肉豚 農場数 平均金額

100円未満 22 ¥66.52 

100円~199円 26 ¥142.40 

200円~299円 32 ¥248.24 

300円~399円 21 ¥338.27 

400円~499円 15 ¥452.50 

500円~599円 8 ¥558.38 

農場数 124 

最 局． ¥597.00 

最 低 ¥18.00 

平 均 ¥253.77 

上位25%の平均 ¥79.55 

日本SPF豚協会が平成12年に認定した農場は153で

あり、うちCM尉易は133農場である。

CM認定農場数は、平成11年より3農場増加した。飼

養管理技術の高度化がすすみ、健全な養豚、営に対する

意欲とあいまって、認定取得への希望が増加する傾向に

あると考えられる。

平成12年におけるCM認定農場の生産成績は表l~表

4 に示すとおり前年とほとんと~変わらず、 飼養規模、 生

産成績ともほぽ同様に推移した，3

7
 



璽l
（株）九州ノーサンファームえびの種豚場は、平成元年の

春から宮崎県えびの高原で、日本農産工業（株）SPF生産

ヒラミッドのGGP・GP農場として、

棚豚の生産 ・販売を行っています。

農場の稼働開始からはすでに10年以上経っています

この間SPFの要件にある病気の侵入は一度も起き

ておらず、すくすくと健康に育った種豚を九州中心に仝

国に送り出しています。長期間にわたり疾病防御が成功

しているのは、各従業員の責任感と、意識の高さに支え

られているからこそですが、こうした姿勢は獣医師でも

カ社長の描く「健康な豚を育てる」ためには

どうしたらいいかというビジ

が、

ある森川
|'|~ 

ー
:

t

1
 

．．．
、
B ヵ社長｀ 

（株九州ノーサンファーム

えびの種豚場
●宮崎県えびの市

ョンが、全従業員に十分に理

解され、実行されているから

でもあります。

森川社長が養豚に携わるよ

うになってから30年近くが経

ちますが、

えびの種豚場の従業貝の皆さん （社内旅行にて）

ノーサンSPF

この間、100町歩の

土地に母豚

6.000頭規模の

一貰生産農場を

作り上げる仕事

を担当したこと

がありました。

今でこそ大

規模農場は珍し

くありませんが、当時の一般的な生産規模から考えると

あまりに大きな農場で、日々の飼育管理・衛生管理をは

じめ現場での作業は暗中模索の感があったそうです。

このときの苦労が、いまのSPF種豚場での

仕事に大変役立っているといいます。また、岐阜県出身

の森川社長、 10年を超える九州での単身赴任生活で、炊

事 ・洗濯 ．掃除 ・アイロンがけはもちろんのこと、焼酎

のたしなみ方も上手になったとか。

現在、大ヨークシャ一種、

そして、

ク種に加えて、平成6年に南九州特産の黒豚（バークシ

ヤ一種）のSPF化に成功し、「安全性」に加えてSP

F豚のもうひとつの魅力である「美味しさ」の追求も併

せて進めています。

3月1日に宮崎のシーガイアを会場に開催された協会

セミナーでは、森川社長が実行委員長の任にあたりまし

たが、レセプションの料理に農場産雌豚のしゃぶしゃぶ

用の肉も提供しました。豚しゃぶは大好評、参加者はみ

なSPF豚の美味しさを再認識したようです。

えびの種｝尿場では、農場の真正面に見える勇壮な森島
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山の風景や、近くに多数ある秘湯 ・名湯で、従業貝ー同

日々心身をリフレッシュしながら、今日も生産者の皆様

に喜ばれる種豚の生産に励んでいます。

（日本農産工業（株喰品本部関連事業部 ・原 勇介）

● 投稿歓迎 ●

編集部では会員の声を反映した誌面づくりをめざし、皆様のご意見を募集しています。「協会だよりJの感想、協会への要望、

疑問・質問、エッセイ等、何でも大歓迎です。ぜひお寄せください。お待ちしています。

編

集

後

記

『協会だよl)」第3号をお届けします。今号は「養豚セミナ一宮崎大会特集」

ということで、本来なら講演の抜粋等も掲霰すべきでしたが誌面の都合で

割愛いたしました。当日配布された講演要旨をご希望の方は、事務局までお

固い合わせください。

さて、本誌が創刊されて半年が過ぎました。3か月に 1度の発行なら難しく

ないだろうと高をくくっていたら、誌面構成に四苦八苦。事務局の協力のも

と何とかやってきました。読者の皆様のご感想は9などと心紀しています。

さらに誌面を盛り上げるために．ぜひ皆様のご感想．ご意見、ご投稿をお待

ちしています。会員に役立つ誌面をめざしますのでご協力お胆いします。（哲）

日ホSPF豚協会だより
第3号 2001年4月1日発行 （季刊）
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